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トミーは一
いち

日
にち

をより良
よ

いものにするために 
何
なに

をしましたか？

ゲイル・キニー・コルネリウス
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

このお話
はなし

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

トミーは家
いえ

の玄
げん

関
かん

の階
かい

段
だん

にすわってため息
いき

をつき
ました。なんてひどい一

いち

日
にち

だ！
その朝

あさ

，トミーは朝
ちょう

食
しょく

をこぼして自
じ

分
ぶん

にかけてし
まいました。きれいなズボンを一

いっ

本
ぽん

だけ見
み

つけまし
たが，小

ちい

さすぎました。学
がっ

校
こう

にちこくしました。教
きょう

科
か

書
しょ

をわすれたので，遊
あそ

び時
じ

間
かん

は教
きょう

室
しつ

の中
なか

にいなさ

ますいやな気
き

分
ぶん

になっていきます。
そのとき，近

ちか

くでガサガサという音
おと

がしました。
見
み

上
あ

げると，ジョンソンさんが庭
にわ

で落
お

ち葉
ば

をは
いていました。ジョンソンさんはとなりの家

いえ

に
ひとりで住

す

んでいます。
トミーは落

お

ち葉
ば

をはくのがまったく好
す

きでは
ありませんでした。ジョンソンさんが落

お

ち葉
ば

を
集
あつ

めて大
おお

きなふくろに入
い

れようとするのを見
み

て
いました。でも落

お

ち葉
ば

はほんの少
すこ

ししか中
なか

に入
はい

りません。こぼれて地
じ

面
めん

に落
お

ちてしまいます。
ジョンソンさんはとっても大

たい

変
へん

そうだな，と
トミーは思

おも

いました。お父
とう

さんが落
お

ち葉
ば

をは
いたとき，トミーはふくろを広

ひろ

げて持
も

ってあ
げました。一

ひと

人
り

でそれをするのはほんとう
にむずかしいでしょう。

どうしてだれも手
て

伝
つだ

ってあげないのかな？ トミー
はそう思

おも

いました。
そのとき，あることに気

き

づきました。ぼくが手
て

伝
つだ

え
ばいいんだ！

トミーは階
かい

段
だん

から飛
と

びおり，ジョンソンさんのと
ころに行

い

きました。「そのふくろを広
ひろ

げて持
も

ってい
てあげます。」
「ああ，どうもありがとう」とジョンソンさんは言

い

いました。「昔
むかし

のようには背
せ

中
なか

が曲
ま

がらなくてね。」
トミーはふくろを持

も

ち，次
つぎ

のふくろにつめるのも
手
て

伝
つだ

いました。それから，竹
たけ

ぼうきを手
て

に取
と

り，残
のこ

りの落
お

ち葉
ば

も手
て

伝
つだ

いました。
二
ふた

人
り

で一
いっ

緒
しょ

に働
はたら

いている間
あいだ

，ジョンソンさんは冗
じょう

談
だん

を言
い

ったり，面
おも

白
しろ

い話
はなし

をしてくれたりしました。ト
ミーは，おなかがいたくなるまで笑

わら

いました。やが
て，朝

ちょう

食
しょく

をこぼしたことも，遊
あそ

び時
じ

間
かん

がなかったこと
も，ひざにけがをしたこともわすれ始

はじ

めていました。
夕
ゆう

食
しょく

だから入
はい

りなさい，とお母
かあ

さんによばれたと
き，庭

にわ

全
ぜん

体
たい

をはき終
お

わったことに気
き

がつきました。

そして楽
たの

しかったのです！
「手

て

伝
つだ

ってくれてありがとう」とジョンソンさんは
言
い

いました。
「どういたしまして。」トミーはさようなら，と手

て

を
ふりました。「じゃあまた！」

トミーは家
いえ

に入
はい

り，夕
ゆう

食
しょく

のテーブルでお父
とう

さんの
となりにすわりました。
「どんな一

いち

日
にち

だった？」とお父
とう

さんは聞
き

きました。
トミーはにっこりと笑

わら

いました。「今
いま

までで最
さい

高
こう

の一
いち

日
にち

だったよ！」●

いと先
せん

生
せい

に言
い

われました。それから，学
がっ

校
こう

から帰
かえ

る
途
と

中
ちゅう

，歩
ほ

道
どう

でつまずいて，ひざにけがをしました。遊
あそ

びに出
で

かけたら，自
じ

転
てん

車
しゃ

のタイヤがパンクしました。
何
なに

もかもうまくいきません！
「これ以

い

上
じょう

悪
わる

いことが起
お

きないように，こ
こにじっとすわっていよう」とトミーは言

い

い
ました。でもすわっていればいるほど，ます

「これ以
い

上
じょう

悪
わる

いことが起
お

きないように， 
ここにじっとすわっていよう」と 

トミーは言
い

いました。

とてもひどい一
い
ち

日
に
ち

トミーの 
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